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重
源
の
郷

体
験
交
流
公
園
リニューアル
オープン

施設情報
■住所　山口市徳地深谷 1137
■電話　0835-52-1250
■FAX 0835-52-1025
■開園時間　9 時 30 分～ 16 時 30 分
　（5 ～ 10 月は、9 時 30 分～ 17 時）
■入郷料　大人 520 円、小中学生 310 円、
　未就学児無料
■公式ウェブサイト

https://www.chogen.co.jp/
　花木の見ごろなどをご紹介▶▶▶

「重源の郷体験交流公園」 の名称は、 平安時

代末期頃に焼失した東大寺再建のために活

躍 し た 僧 侶 ・ 重 源 上 人 に ち な ん で い ま す。

重源上人は徳地で育まれた良質な木材を切り

出し、 東大寺大仏殿等の再建に使用しました。

また、 木材を切り出す作業員の心身リフレッ

シュのため、 石風呂を造らせました。 徳地地域

には重源上人ゆかりの石風呂が残っています。

今も語り継がれる
重源上人と徳地の森の功績

　

重
源
の
郷
体
験
交
流
公
園
(
以
下
、「
重

源
の
郷
」)
は
、
山
口
市
の
徳
地
地
域
に
位

置
す
る
自
然
豊
か
な
公
園
で
、
徳
地
の
特

産
品
や
伝
統
工
芸
品
と
い
っ
た
地
域
の
文

化
や
歴
史
を
体
験
で
き
る
施
設
で
す
。
園

内
で
は
、
四
季
折
々
の
花
や
樹
木
が
楽
し

め
、
自
然
の
美
し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
に
加
え
、
徳
地
の
発
展
や
文

化
振
興
に
寄
与
し
た
重
ち
ょ
う
げ
ん
し
ょ
う
に
ん

源
上
人
や
地
域
の

歴
史
文
化
に
関
す
る
資
料
が
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

重
源
の
郷
は
、
平
成
10
年
の
開
園
か
ら

25
年
以
上
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化
と

多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
の
整
備
を
行
い
、
４
月
24
日
(
木
)
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
あ
た
り
、
「
自
然
豊

か
な
景
観
、
究
極
の
田
舎
、
昭
和
の
原

風
景
の
佇
ま
い
に
加
え
、
四
季
折
々
の

花
木
が
あ
ふ
れ
る
心
地
よ
い
空
間
」
の

方
向
性
の
も
と
、
４
つ
の
空
間
価
値
の

創
出
(
空
間
づ
く
り
)
を
行
い
、
歴
史

と
自
然
に
恵
ま
れ
た
本
市
の
ま
ち
の
魅

力
を
高
め
る
観
光
施
設
と
し
て
整
備
を

行
い
ま
し
た
。

　

施
設
コ
ン
セ
プ
ト
「
花
づ
く
し
、
旨

い
も
の
づ
く
し
、
心
づ
く
し
」
の
も
と
、

重
源
上
人
ゆ
か
り
の
地
域
な
ら
で
は
の

魅
力
と
価
値
を
発
信
し
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
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New arrival !!

　花木や水生植物池の再生をはじめ、施設内を流れ
る清流に触れる親水広場を新たに設置し、自然の美
しさを身近に感じることができる空間です。四季折々
の植物を観察できます。

重源上人が東大寺の再

建に徳地の良質な木材

を使用したことにちな

み、年輪をイメージし

たバウムクーヘンが誕

生しました。原材料に

徳地で採れた鶏卵を使

用しています。

徳地の森が育んだ徳地の森が育んだ徳地の森が育んだ
木の年輪をイメージした木の年輪をイメージした木の年輪をイメージした
バウムクーヘンが誕生バウムクーヘンが誕生バウムクーヘンが誕生
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　昭和の原風景の佇まいを残す茅
かやぶき

葺古民家を再整備し、
昔の生活様式や伝統的な建築技術を今に伝えます。屋根
の色合いやその緩やかな曲線から、独特の風情を感じる
ことができます。

本物、上質に触れる「贅沢な空間」

　花木や古民家の茅葺屋根を、新たに設置した展望台
からご覧になれます。また、古民家内では「徳地和紙
の紙漉

す

き」や「そば打ち」などの体験もできます。

いまだけ、ここだけの
「特別な空間」

心地よい空間、時間を提供する
「癒しの空間」

　レストラン・カフェ機能を持つ庄屋や軽飲食の
テイクアウトが可能な茶屋を整備し、地元の食材
を使用した飲食
メニューを提供
します。

徳地ならではの
付加価値を持つ食を提供する
「食の空間」


